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こ
ど
も
家
庭
庁
に
要
望
書
を
提
出
、

懇
談
を
行
い
ま
し
た

　
二
〇
二
六
年
七
月
一
日
、
全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議

会
（
以
下
、
全
国
連
協
）
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
成
育
局

成
育
環
境
課
に
要
望
書
を
提
出
し
、
懇
談
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
、
成
育
環
境
課
長
を
は
じ
め
四
名
が
出
席

さ
れ
、
全
国
連
協
役
員
・
職
員
七
名
、
北
海
道
札
幌
市
、

宮
城
県
、
山
形
県
、
埼
玉
県
、
東
京
都
二
三
区
、
東
京

都
三
多
摩
、
愛
知
県
、
岡
山
県
、
沖
縄
県
の
地
域
学
童

保
育
連
絡
協
議
会
か
ら
一
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
要

望
書
の
項
目
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
要
望
の
柱
は

つ
ぎ
の
五
点
と
し
ま
し
た
。

◎
法
的
位
置
づ
け
…
保
育
所
と
同
等
に
、「
市
町
村
に

よ
る
保
育
の
義
務
」（
児
童
福
祉
法
第
二
四
条
）
を
強

く
求
め
る
。

◎
指
定
管
理
者
制
度
や
業
務
委
託
の
公
募
に
よ
る
運
営

主
体
の
変
更
に
よ
っ
て
起
き
て
い
る
実
態
に
つ
い
て

（
く
わ
し
く
は
、
全
国
連
協
発
行
の
冊
子
『
学
童
保
育

情
報2025-2026

』
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
）。

◎
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
い
て
…
「
数
字
上
、
待
機
児

童
を
な
く
せ
ば
よ
い
」「
待
機
児
童
ゼ
ロ
＝
学
童
保
育

が
充
足
し
て
い
る
」
で
は
な
く
、
待
機
児
童
の
解
消
に

は
、
学
童
保
育
を
必
要
と
す
る
地
域
に
学
童
保
育
を
つ

く
り
、
増
や
し
て
い
く
ほ
か
な
い
こ
と
。

◎
「
放
課
後
児
童
支
援
員
」
資
格
の
形
骸
化
（
資
格
の

取
得
方
法
を
容
易
化
す
る
流
れ
）、
令
和
九
年
度
の
運

用
が
め
ざ
さ
れ
る
基
礎
資
格
の
要
件
緩
和
な
ど
へ
の
懸

念
に
つ
い
て
…
令
和
七
年
度
補
正
予
算
「
放
課
後
児
童

支
援
員
の
確
保
に
係
る
認
定
資
格
研
修
推
進
事
業
」
に

お
い
て
作
成
さ
れ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
動
画
な
ど
。

◎
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
指
針
」（
以
下
、
運
営

指
針
）
と
施
策
の
乖
離
が
あ
る
こ
と
。
運
営
指
針
の
内

容
を
、
保
育
実
践
に
い
か
し
て
く
た
め
の
条
件
整
備
を

す
す
め
る
こ
と
。

　
そ
の
ほ
か
、
地
域
で
起
こ
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
実

態
に
つ
い
て
報
告
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
の
懇
談
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
二
〇
二
六
年
一
二
月
二
五
日
に
施
行

期
日
が
迫
る
「
こ
ど
も
性
暴
力
防
止
法
」
の
施
行
に
つ

い
て
は
複
数
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

学
童
保
育
に
関
わ
る
国
会
議
員
連
盟

の
総
会
が
開
催

◆
二
〇
一
三
年
に
設
立
さ
れ
た
「
自
由
民
主
党
学
童
保

育
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
推
進
議
員
の
会
」（
以
下
、

自
民
党
議
連
）
は
、
会
長
を
稲
田
朋
美
・
衆
議
院
議
員

（
福
井
一
区
）、幹
事
長
を
永
岡
桂
子
・
衆
議
院
議
員
（
茨

城
七
区
）、
事
務
局
長
を
笹
川
博
義
・
衆
議
院
議
員
（
群

馬
三
区
）が
務
め
て
い
ま
す
。
二
〇
二
六
年
七
月
一
日
、

衆
議
院
第
二
議
員
会
館
で
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら
成
育
局
長
を
は
じ
め
四
名
、
文
部

科
学
省
か
ら
総
合
教
育
政
策
局
地
域
学
習
推
進
課
地
域

学
校
協
働
推
進
室
長
が
出
席
さ
れ
、
全
国
連
協
役
員
・

職
員
七
名
、
山
形
県
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
か
ら
二
名

が
参
加
し
ま
し
た
（
他
団
体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
予
定
さ

れ
て
い
て
、
出
席
人
数
に
制
限
が
あ
っ
た
）。

　
全
国
連
協
は
、「
学
童
保
育
は
日
常
的
な
生
活
の
場

で
あ
る
こ
と
」「
子
ど
も
同
士
や
指
導
員
と
子
ど
も
と

の
関
係
性
を
土
台
に
、『
子
ど
も
の
権
利
』
を
尊
重
し
、

文
化
の
継
承
を
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
」を
ふ
ま
え
て
、

前
述
の
「
こ
ど
も
家
庭
庁
へ
の
要
望
の
柱
五
点
」
を
説

明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
童
保
育
の
開
設
場
所
の
約
半

数
が
学
校
内
で
あ
る
こ
と
に
関
わ
っ
て
、
指
導
員
の
参

加
者
か
ら
「
長
所
が
あ
る
一
方
、
子
ど
も
の
生
活
が
学

校
内
に
限
定
さ
れ
る
側
面
も
あ
る
。
子
ど
も
の
様
子
や

気
持
ち
を
考
え
る
と
、
学
校
か
ら
学
童
保
育
へ
の
道
中

で
〝
み
ち
く
さ
〟
を
す
る
な
ど
気
分
転
換
が
で
き
る
こ

と
も
大
事
」
と
の
旨
、
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
総
会
の
前
後
の
時
間
帯
に
は
、
二
〇
二
六
年
度
全
国

学
童
保
育
研
究
集
会
の
開
催
地
・
山
形
選
出
の
国
会
議

員
の
事
務
室
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、加
藤
鮎
子
・
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衆
議
院
議
員
（
自
由
民
主
党
・
山
形
３
区
）、
芳
賀
道

也
・
参
議
院
議
員
（
国
民
民
主
党
・
山
形
）、
舟
山
康
江
・

参
議
院
議
員
（
国
民
民
主
党
・
山
形
）
と
は
、
ご
本
人

と
三
〇
分
ほ
ど
懇
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
立
憲
民
主
党
と
公
明
党
が
合
流
し
て
中
道
改
革
連
合

を
結
成
し
た
こ
と
を
受
け
、
二
〇
二
五
年
に
設
立
さ
れ

た
「
学
童
保
育
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
を
応
援
す
る

立
憲
民
主
党
国
会
議
員
の
会
」
が
、
二
〇
二
六
年
六
月

三
〇
日
、
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
で
「
学
童
保
育
（
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
を
応
援
す
る
国
会
議
員
の
会
」（
以

下
、
中
道
・
立
憲
・
公
明
議
連
）
と
し
て
総
会
を
開
催

し
、
会
長
に
泉
健
太
・
衆
議
院
議
員
（
中
道
改
革
連
合
・

京
都
三
区
）、
幹
事
長
に
石
川
博
崇
・
参
議
院
議
員
（
公

明
党
・
大
阪
）、事
務
局
長
に
野
間
健
・
衆
議
院
議
員
（
中

道
改
革
連
合
・
鹿
児
島
三
区
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら
は
成
育
局
成
育
環
境
課
長
を
は

じ
め
二
名
が
出
席
さ
れ
、
全
国
連
協
か
ら
は
役
員
・
職

員
七
名
、
地
域
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
か
ら
五
名
が
出

席
し
ま
し
た
。
全
国
連
協
か
ら
は
、
前
述
の
こ
ど
も
家

庭
庁
懇
談
、
自
民
党
議
連
総
会
と
同
様
の
発
言
を
行
い

ま
し
た
。
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い
ず
れ
の
議
連
総
会
も
、
新
規
入
会
し
た
議
員
本
人

の
参
加
が
あ
り
、
積
極
的
な
発
言
が
つ
づ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
と
自
治
体
の
基
準
と
の
関
係
を
は
じ
め
と

し
た
学
童
保
育
の
制
度
・
施
策
の
内
容
、
学
童
保
育
の

生
活
内
容
や
指
導
員
の
仕
事
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
議

員
の
方
々
の
選
出
地
域
の
実
情
な
ど
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
で
、
学
童
保
育
と
「
放
課
後
子
供
教
室
」
と
の
一
体

型
な
ど
の
運
営
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
「
民
間
の
学
童

保
育
（
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
）」
と
、
学
童
保
育
の
違
い

を
あ
い
ま
い
に
理
解
し
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。「
保

育
所
と
同
様
に
、『
市
町
村
に
よ
る
保
育
の
実
施
義
務
』

が
必
要
だ
」「『
児
童
一
人
に
つ
き
お
お
む
ね
一
・
六
五

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
』
は
狭
い
。
真
剣
に
検
討
す
べ
き

時
期
」と
、私
た
ち
の
要
望
を
後
押
し
す
る
発
言
が
あ
っ

た
一
方
、「
い
ま
の
時
点
で
、
国
と
し
て
の
明
確
な
方

向
性
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
」「
地
域
の
実
情
に
よ

る
か
ぎ
り
、
国
が
率
先
し
て
進
め
る
こ
と
は
む
ず
か
し

い
」
な
ど
、
学
童
保
育
に
対
す
る
姿
勢
が
推
し
量
ら
れ

る
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。
人
口
減
少
と
少
子
化
、
小
・

中
学
校
の
再
編
（
小
規
模
化
、
校
舎
の
老
朽
化
、
学
校

統
廃
合
、
小
中
一
貫
教
育
の
実
施
な
ど
）
の
動
き
の
な

か
で
、
学
童
保
育
の
み
な
ら
ず
、
社
会
保
障
全
般
に
目

を
向
け
な
が
ら
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。参

議
院
こ
ど
も
・
子
育
て
・
若
者
活
躍

に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
質
疑
応
答

　
二
〇
二
六
年
六
月
二
八
日
付
『
読
売
新
聞
』
の
一
面

と
二
九
面
で
、「
育
休
退
所
」の
実
態
と
保
護
者
の
思
い
・

願
い
に
つ
い
て
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
連

協
が
同
年
五
月
中
旬
か
ら
取
材
に
協
力
を
し
て
い
た
も

の
で
す
。

　
二
〇
二
六
年
六
月
二
九
日
に
こ
ど
も
家
庭
庁
成
育
局

成
育
環
境
課
か
ら
事
務
連
絡
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
に
お
け
る
保
護
者
が
育
児
休
業
期
間
中
の
取
扱
い

に
つ
い
て
」
が
発
出
さ
れ
、「
こ
ど
も
家
庭
庁
は
従
来

か
ら
、
育
児
休
業
中
も
利
用
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い

た
こ
と
」
が
わ
か
り
、「
職
場
復
帰
が
前
提
と
な
る
育

休
は
『
労
働
等
』
に
含
ま
れ
る
こ
と
」
が
明
確
に
な
り

ま
し
た
。

　
二
〇
二
六
年
七
月
一
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
「
参
議
院

こ
ど
も
・
子
育
て
・
若
者
活
躍
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」

で
は
吉
良
よ
し
子
・
参
議
院
議
員
（
日
本
共
産
党
・
東

京
）
が
、
こ
の
報
道
を
ふ
ま
え
て
学
童
保
育
の
「
育
休

退
所
」「
大
規
模
化
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
質

問
に
先
だ
っ
て
は
全
国
連
協
に
も
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
、
私
た
ち
の
要
望
を
説
明
し
ま
し
た
（
審
議
の
様
子

は
参
議
院
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
審
議
中
継
で
視
聴
で
き

ま
す
）。

　
ひ
き
つ
づ
き
、
保
護
者
と
指
導
員
が
共
に
あ
る
連
絡

協
議
会
の
つ
な
が
り
を
、
よ
り
よ
い
学
童
保
育
を
つ
く

る
取
り
組
み
に
い
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


